
日 日◆外交官という仕事 17 7◆自ら進んでやる一時間の価値
(木)､ 年生対象に､「外交・国際 (月)､各クラブのリーダー 名が集まり､７回1,2 60

「 」問題」についての理解を深め､外交官 目となる 中核生徒育成クラブリーダー研修会
等の職業を知る講演会が行われまし が開催されました 今回は､庄田光敬教諭(保体)。
た。外務省事務官の山根賢太郎さん が ”我がバスケット人生”と題して､厳しい練、
が､「外務省での仕事」と題して､外 習にへこたれそうになった時､うまくいかず思
務省はどのような役割を担っているかや、学生時代の体験 い悩んだ時、親身に相手してくれた恩師との出
談を交えて外務官僚を目指すきっかけ等を講話してくれま 合い､感謝の気持ち､逆境の中でも諦めずに続け
した。ユーモアを交えながらのお話は生徒を引きつけ､外交 てきて良かったと思うこと等を熱く語ってくれ
という遠い世界を身近なものと感じたようでした。講話の ました。やらされるのではなく､自ら進んでや
後は希望生徒１０名と座談会に応じて下さり､生徒の知的好 ることに大きな価値という庄田先生の詩には勇

てくれました。 す。奇心と進路選択肢を拡げ 気をもらったリーダーは多かったと思いま

、◆ビブリオバトル 県で優勝、全国大会へ 他人より二倍も三倍も努力し
やらされる３時間よりもビブリオバトルとは､お気に入りの本を紹介するコミュニ
自ら進んでやる１時間の価値ケーションバトルで､｢人を通じて本を知る。本を通じて人

が人間を作るを知る｣をキャッチコピーに全国に広 バスケットボール

(庄田教諭の詩から抜粋)がっています。 日(日)､ビブリオバ13
トル和歌山大会決勝が開催され､白水

紀香さん(２年)が､東野圭吾の『夢幻 恒例の”図書館
◆クリスマスのしらべ

15花』を取り上げ､この世に存在しない クリスマスコンサート”は､マンドリン部(
はずの花をめぐり､驚愕の真相が明ら 日)､合唱部( 日)､吹奏楽部( 日)の昼休憩に16 17
かになる長編ミステリーの魅力を紹 日連続で開催されました。それぞれ､クリスマ3
介し､見事優勝しました。県代表とな ス気分を盛り上げる楽曲が
った白水さんは､来月１０日に東京で 選曲されていて､美しい調べ
開催される全国大会に出場します。 に耳を傾け､幸せな気分に浸
さらなる活 りました。躍を期待しています。

月 日、
◆祝"世界津波の日"制定（濱口梧陵翁の生き様・在り方を学ぶ）

12 23
国連総会において、 月 日が｢世界津波の日｣と定められました。これに関して、２学期の11 5
終業式において校長先生は以下のような講話を行いました。

年前( 年)の今日 月 日(当時の暦では 月 日)、安政の南海地震が発生し、161 1854 12 24 11 5
海岸べりの多くの村々が大津波に襲われ、壊滅的な被害が出ました。その時、濱口梧陵翁の
とっさの判断・機転で、大津波の被害を最小限に抑えられたと言い伝えられています。

大津波の被害記録は数多くありますが、人間の知恵や行動、助け合いによって、被害を最
小限に抑え、その後の地域の復旧や、後世への啓発につなげていったことは、今でも高く評
価され、国連総会で世界津波の日とすることになりました。

耐久高校は、この津波に立ち向かった地域のリーダー、濱口梧陵翁らが中心となって、大
津波の２年前に創設した学舎を前身としています。｢稲むらの火｣のモデルとしての濱口梧陵
という捉え方のみならず 「教育によって世の中を変え、人々を幸せにする」ということを追、
求し、実践してきた濱口梧陵翁の生き様・在り方を学び、耐久生は受け継いでほしいと思い
ます。自らの人生を積極的に切り拓いていこうとすることや、地域社会の様々な課題に立ち
向かっていこうとする若者になって欲しいと切に期待します。そのことが、他の高校とは違
う、耐久高校で学ぶ意義だと思います。

大学入試センター◆ここから伸びる センター試験への対策講座 進行中
試験への対応に特化した｢ 年生センター講座」が、 日(火)から始まりました。通常の3 8
授業や考査を受ける生徒とは別に、センター試験に臨む生徒は一日中、問題演習に集中し
ます。元旦、二日に実施されるセンタープレテスト(本番と同じ時間設定)を含め、一日も
休まず、学校で勉強できる体制を整えています。これから ・ ヶ月で成績がぐんと伸び1 2

Never give up!!ます。受験生諸君、今こそアクセルを全開にして、本番まで走り抜け。

年生は 学期、｢総
◆話す・聞く 1年生ポスターセッション

1 2
合的な学習の時間｣を通じて、在り方生き方を深める学習
をしてきました。様々な分野で活躍されている方々から､
仕事や社会活動､現在に至る経緯､ご自身の人生訓、今の若

、者への思い等を語っていただいた｢志学ゼミ｣( )以後10/29
ゼミ班ごとに｢なぜ仕事をするのか、社会とどう関ってい
くのか、先輩たちはどう語っていたか」を共有する学習を
行ってきました。

日(火)、体育館で 年全体のポスターセッションを行いました。自分が感22 1
じたことや気付いたことをまとめて発表することや、人の発表を聞き自分の考
えを深めることで、次の学習へのステップへと深める機会としました。

平成２７年度
和歌山県立耐久高等学校 全日制

Monthly Times December
マンスリータイムズ １２月号耐 久

新年１月予定

センタープレ１日、２日

３学期始業式７日

3年学年末考査1２日～１５日

センター試験1６日、1７日

マラソン大会２８日


